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はハゼ亜目, カワアナゴ科カワアナゴ属の全長���� (標準

体長����) を超える大型のハゼである｡ 本邦の茨城県から

鹿児島県までに産し, 河川の下流, 河口域に棲息する１)｡ 夜

間に活動して小動物を食べる２)｡ 本種は神奈川県, 徳島, 高

知, 愛媛, 大分, 熊本など各県のレッドデ－タブックの中で

絶滅のおそれがある魚として挙げられている｡ しかし, 他方

では鑑賞魚として市販されている例もある｡
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カワアナゴ (ハゼ亜目魚類) の採卵, 仔魚飼育と発生
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筆者の道津とその協力者らはハゼ亜目

魚類 (ハゼ類) の中で小卵多産の繁殖を行なう事が知られて

いた本種の生活史の解明と養殖種苗の生産を目指して３), そ

のホルモンを用いた人工採卵実験とそれによって得られた卵

から孵化した仔魚 (孵化仔魚) の飼育実験を行って来た｡ 実

験は長崎大学水産学部と同学部付属水産実験所で鹿児島, 熊

本, 長崎各県産の供試魚を用いて����年に３回, ����年, ��

��年, ����年の各年に２回ずつ行った｡ 採卵実験では毎回数

万の孵化仔魚が得られた｡ しかし, 飼育実験では毎回飼育初

期に大量斃死が起きて, 孵化後��日以上生存した仔魚はなかっ

た｡ それらの実験結果は未発表である｡

筆者の松尾・高浜とその協力者らは大分県産の本種の成熟

魚を水槽に蓄養して人工採卵実験を行ない, 産卵行動, 胚発

生, 孵化仔魚などについて観察した｡ 実験は大分大学教育福

祉科学部生物学教室で����年に１回, ����年に１回, �			年

に３回, �		�年に１回を実施した｡ これらの実験結果の一部

は既に報告した４)｡

筆者らは�			年に人工採卵実験で得た孵化仔魚の飼育実験

を行ない, 仔魚を１年余り育成して成熟魚を得た｡ ここにそ

の採卵, 飼育, 発生について報告し, 併せて�		�年の採卵実

験で得た卵の胚発生について述べる｡
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��
�			年８月��日に大分県臼杵市臼杵川下流部の感潮域

で釣りによって得たカワアナゴの雄成熟魚５尾 (標準体長��～

���

��, 体重�
	～�	
�ｇ��) と雌成熟魚４尾 (�	～�	�



��, ��
	～�	
�ｇ��) を大分市にある大分大学教育福祉

科学部生物学教室へ運んで上架濾過装置付き��	�容量のプラ

スチック製採卵用淡水水槽に収容した｡ 雌魚はいずれも腹部が

膨れていた｡ ８月��日午後８時頃に成熟, 産卵促進のためにヒ

ト用の胎盤性性腺刺激ホルモン, ゴナトロピン (帝国臓器株式

会社) を各魚に体重１ｇ当たり�	��を背筋注射した｡ ８月��

日午前６時頃に水槽底に人工産卵巣として置いていた素焼き土

管 (長さ�	�
, 内径６�
) の内壁一面に受精卵群が産み付

けられているのが見られた｡ それらの卵から同日午後５時頃に

数万の仔魚が孵化した｡ 産着卵の中には胚発生途中で発生が

止まった卵が混ざっていた｡ 最大の雄 (���

��) は土管内

に留まっ卵を守っており, 最大の雌 (�	�

��) は注射時と

比べると腹部の膨らみが著しく小さくなっていたので, この雌雄

が産卵に関与したと考えた｡ 他の個体の産卵関与については明

らかでない｡ 産卵時における産卵水槽の水温は��℃であった｡

�������
８月��日の正午後頃に採卵用水槽内に浮遊

していた仔魚をサイホンによっＡ, Ｂ２個のポリエチレン袋に

それぞれ約６�の同水槽の淡水と共に移し入れ, 約４�の酸素

ガスと共に封入した｡ 袋Ａの仔魚は最初に移したものであり,

水槽の上部に浮遊していた仔魚が多く含まれており, 袋Ｂの

仔魚はその残りであった｡ 両袋を発泡スチロール箱に収容し

て, 輸送中の水温上昇を防ぐために氷嚢を同封して自動車で

約５時間かけて長崎市多比良町にある長崎県総合水産試験場

へ運搬した｡ 同場に到着後直ぐに用意してあった２個の飼育

水槽ＡとＢへ水温を調節した袋ＡとＢの仔魚をそれぞれ移し

入れた｡ 発送時の水温は��℃, 到着時には��
�℃を示した｡

水試到着時には仔魚の斃死は見られなかった｡ 水槽Ａ, Ｂの

飼育水は共に水温��
	℃の低塩分海水 (塩分��‰) であった｡

�����

�			年８月��日 (仔魚の日令１) から同年�	月��日 (日令

��) までの仔魚飼育について述べる｡ 飼育水の各種条件につ

いての観測は仔魚日令２～��には午前と午後の２回, 日令��

以後は午前か午後の１回行った｡ 測定結果の一部を�����１

に示した｡

����
飼育水槽Ａ, Ｂはともに�		�円形プラスチック
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透明水槽 (直徑������深さ����) を用いた｡ 飼育水は海水

の注排水によって流水式にして, 排水には飼育仔魚の流失を

防止したサイホンを用いた｡

���������	最初に述べたこれまでの本種仔魚の飼育

実験の結果から, 本種の仔魚が広範囲の塩分耐性を持つことが

分かっていたので, 飼育管理上の利便性を考慮して, 飼育水は

淡水ではなく, 海水を用いた｡ 飼育当初の仔魚日令１, ２では

飼育水の塩分は��‰であり, 換水はしなかつた｡ 日令３から塩

分�	‰の沿岸海水の注排水を始めた｡ 日令３～６における各

日の海水注排水量は約	���であり, 日令７～９には�����に

した｡ その結果日令９には飼育水の塩分は海水とほぼ等しくなっ

た｡ 日令��～��には�	���, 日令�
～��では�����に注排水

量を増やした｡ その後, 仔魚への投餌量の増加による飼育水の

汚染を防ぐためにさらに注水量を増やして日令��～��では����

�とし, 日令��以後は毎日
����にして日令�
まで続けた｡

�
	飼育水槽ＡとＢを	����コンクリート水槽内に並べて

置き, コンクリート水槽内に沿岸海水を流して飼育水槽を水

浴状態にして夏季の高気温による飼育水の水温上昇を防いで

水温の安定を計った｡ 仔魚日令２～��における水温は�
～��

℃を示し, 日令��～�
には水温は次第に��℃まで下がった｡

水温低下に対して加温はしなかった｡

��	飼育水は換水, 投餌, 薬剤投与などの影響下で期間中

��	～���を示した｡


�	Ａ, Ｂ両水槽にはそれぞれ２個のエアストンを投入し

てそれぞれ空気と圧縮酸素を送り, 飼育水の溶存酸素を飽和

状態に保つようにした｡ 期間中のＤＯは���～�	�	��／�を示

し, ����／�を超える日が多かった｡

��	Ａ, Ｂ両水槽を窓近くに置き, 照明はしなかつた｡ 自

然光下の水槽表面における昼間の照度は屋外の天候にしたがっ

て��～	�����の変化を示し����～������の時間帯が長かった｡

��������	飼育水の汚染防止のために上述のように

海水の注排水による換水を期間中続けた｡ 併せて, 飼育水槽

の底, 壁面の清掃を随時行った｡ 一方, 仔魚日令２～��には

海水用底質改良剤, スーパ��(株式会社ヤクルト) を毎日

１回, ��～		���の濃度になるように飼育水に投入した｡

また, 魚病対策として, 日令３～��に二フルスチレン酸ナト

リウムを主成分とする水産用ニフラスチン散 (コーキン化学

株式会社) を４日間隔で毎回の濃度が������になるように

飼育水への投入して, 合計��回繰り返した｡

����	日令２の仔魚から投餌を始めた｡ 日令２～３には

微小藻類���������	
�
を与えて培養したＳ型シオミズツボ

ワムシ (ワムシ) �
�������

��������
��
を��μｍ目合の

ふるいで濾過したものを飼育水１��あたり��～��個体の密度

を保つように１日１回与えた｡ 日令４～��には濾過しないワ

ムシを１��あたり�	～
�固体を与え, 日令�
～��には１��

あたり�	個体の密度で毎日１回与えた｡ 日令��～�
には海産

魚養殖用の微小配合飼料 (マクロセ－フ１号, 粒径�	�～�	�

μ�, 日清サイエンス株式会社) を少量ずつ併せて毎日与え

た｡ 日令�	～�
には�
�����のノープリウス幼生を飼育水１

��あたり��
～��	個体になるように毎日１回与え, 日令�	～

��には１～��	固体の密度を保つように与えた｡ 日令	�～�
に

は台湾産の冷凍カイアシ類 (�	�����	�

����������

���������������) を少量ずつほぼ毎日併せて与えた｡ こ

れらの投餌を見ると, 日令２～��にはワムシのみ, 日令��～

�
にはワムシと配合飼料, 日令�	～	�にはワムシ, 配合飼料,

�
�����, 日令	�～��にはワムシ, 配合飼料, �
�����, 冷

凍カイアシ類, 日令��～�
には配合飼料, �
������冷凍カ

イアシ類を与えた事になる｡ それら複数の種類の餌・飼料を

与えた各時間帯における仔魚の各餌に対する捕食選択につい

ては明らかに出来なかった｡ ワムシに対する最初の捕食の確

認は日令４であり, �
�����に対しては日令��であった｡

����������	上述の水槽飼育を始めた８月�	日の

日令１における仔魚の全長は��	�� !になり, 孵化時の���

��の��	倍に伸びている｡ 日令２の前期仔魚は��
～�����

 ! (Ａ�Ｂ両水槽を併せた測定仔魚標本数Ｎは
�)｡ 仔魚が

水槽全体に分散する夜間に円筒採集器を用いた柱状採集によ

る標本採集数から推計すると, 生存仔魚数ＳはＡ水槽������,

Ｂ水槽������｡ 日令３には���～����� ! ("
�) になる｡

日令４には���～����� ! ("
�) になり, 卵黄を吸収して

後期仔魚に変態する｡ ワムシを捕食している｡ 日令６には

���～����� (Ｎ
�) になり, ＳはＡ水槽������, Ｂ水槽

�	����｡ 両水槽で仔魚の大量斃死が起きている｡ 日令��には

���～����� ! ("��), ＳはＡ水槽������, Ｂ水槽��	��｡

Ｂ水槽の減耗が著しい｡ 日令�
には��
～��	�� ! (Ｎ��)

になる｡ ＳはＡ水槽��	��, Ｂ水槽
��｡ �
�����の幼生を捕

食している｡ 日令��には��
～
���� ! (Ｎ��)｡ 仔魚は水

槽の中�下層部に分散して浮遊し, 動きが増したために円筒

採集器による標本採取が困難になる｡ 目視計数によると, 生

存仔魚数はＡ水槽�����, Ｂ水槽���になり, 生残率はそれぞ

れ約��％と約１％になった｡ 日令��には���～
���� ! (Ｎ

��) に成長した｡ 日令��には
��～	���� (Ｎ９)｡ 日令
�に

は���～������ ! (Ｎ５), ＳはＡ水槽����Ｂ水槽��｡ 大型

の仔魚は稚魚へ変態を始める｡ Ｂ水槽では日令
�に排水サイ

ホンが故障して仔, 稚魚がほとんど死滅した｡ それ以後はＡ

水槽だけで飼育を行った｡ 日令	�には
��～�	���� !(Ｎ４)｡

成長の個体差が目立つ｡ この現象は筆者らが行った��余種類

のハゼの人工採卵から得た仔魚飼育実験 (未報告) で共通し

て見られ, 特に生残率が低い実験例で顕著であった｡ 日令	�

には
��～�	���� ! (Ｎ�
), Ｓ
�であった｡ 大型の稚魚は

浮遊生活から着底を始める｡ 日令��の稚魚は����～�	��

�� !�Ｓ

｡ 日令�
には����～�	�� !��, Ｓ
�｡ 着底稚

魚はまだ黒色色素が少なく, 体は半透明である｡ ��月��日に

日令�
の全飼育稚魚を後述の循環水槽に移して飼育を続けた｡

������� !	上述のように, 今回の仔魚飼育実験で

は産着の受精卵の中に胚発生を中止するものが混ざり, 孵化

仔魚が著しく減耗した｡ これと同じ現象は始めに述べた筆者

らが�
��～�
��年と�

�～����年に行った本種のホルモンを

用いたの人工採卵と孵化仔魚の飼育においても毎回見られた｡

また｡ 筆者らがこれ迄に行ってきた小卵多産から大卵少産に

わたる繁殖を示す他の��余種のハゼ類についての多数回にわ

たる同様な人工採卵とその孵化仔魚の飼育においてもそれと

同じ現象が共通して見られた (未発表)｡ 一方, 筆者らが行っ
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た他の��余種のハゼについて野外における産卵 (天然産卵)

について調査した多数の例によると５), 産着の受精卵の中に

胚発生が途中で止まった卵が混ざる事はほとんど無く, それ

より孵化した仔魚の飼育では仔魚初期に著しく減耗すること

なく成育した例が多く見られた｡ ハゼ類の飼育仔魚の減耗要

因については, 仔魚の系統・遺伝的な種特性６) と併せて飼育

技術面からは適正飼料の不足, 疾病, 投餌などによる飼育水

の汚染とそれらの複合要因が考えられる｡ しかし, 今回の

仔魚飼育実験における仔魚減耗の主要因を上述の諸事例から

産着卵の成熟不足によると推定した｡ すなわち, 本種と同

科に属し, 同じく小卵多産の繁殖をするハゼ���������	
�

����	���
�の人工採卵, 孵化仔魚の飼育について既に報告し

たように７), 性腺刺激ホルモンによる成熟, 産卵促進によって

短絡的に産卵行動が進行した｡ そのために, 各個の卵母細胞

が十分に成熟するのに要する時間が不足して, 卵母細胞の成

熟に微妙な差を生じた状態で排卵, 産卵, 受精が行われた｡

このために産着卵は受精しても, まず成熟が特に不足した卵で

胚発生が止まり, 次いで成熟が足りなかった産着卵から孵化し

た仔魚が卵黄吸収後の仔魚初期に多数減耗し, 成熟した卵

(良質卵) から孵化した活力のある少数の仔魚 (良質仔魚) の

みが生き残って成育したと推定した｡ しかし, 今回は卵母細胞

の成熟についての組織, 細胞学的な検討は行っていない｡ 以上

の事から, 本種の種苗量産のためには多量の良質卵を確実に

得る人工採卵法の確立が望まれる｡ なお�今回の仔魚飼育実験

においては, 上述のように, 同じ条件で行ったＡ, Ｂ両水槽の

飼育において, 仔魚の減耗に大きな差が見られ, 日令��の仔

魚ではＢ水槽ではＡ水槽の約��倍の減耗を示した｡ この要因

については, 前記のようにＡ水槽の仔魚は産卵水槽からサイホ

ンを用いて最初に輸送用袋Ａに移したものであり, Ｂ水槽の仔

魚はその残り仔魚を容れたも袋Ｂから移したものである｡ この

事から�Ａ水槽には産卵水槽の上部に浮遊していた活力のある

仔魚が多く含まれており, Ｂ水槽には水槽下部に浮遊していた

活力が乏しい仔魚が多く含まれていた事によると考えた｡

神奈川県水産総合研究所内水面試験場の��情報 (�		
���




�������
��������
����
������������������������

��
�������	�) によると, 同場では����年に本種の種苗生

産試験を行った｡ 天然採集魚を育成した親魚が産卵して, 塩

ビパイプや石の上に卵を産み付けた｡ この卵から大量の孵化

仔魚を得たが仔魚の育成には失敗した｡ 仔魚の初期餌料とし

て与えたＬ型シオミズツボワムシが大き過ぎたようであると

している｡

目黒勝介氏 (宮内庁侍従職) よりの私信によると｡ 本種の

水槽飼育魚はホルモン処理なしでよく産卵し (自然産卵),

受精卵を水槽底, 側壁に産み付けると言われる｡ また, 岩田

明久氏 (京都大学アジア・アフリカ地域研究科研究科) より

の私信によると, 本種は野外では河川の下流域にある石に卵

を産み付け (天然産卵), 親魚がそれを守っていると言われ

る｡ これらの産卵における産着卵は人工採卵による卵と比べ

るとそれぞれ十分に時間を掛けた産卵行動によって産卵, 受

精した良質卵であり, それらの卵からは多数の活力ある良質

仔魚が得られると思われる｡ この事から, それらの仔魚の飼

育実験は筆者らの仔魚減耗要因についての上記の推定への支

持資料を提供してくれると思われる｡

��������	
��
�����

	
� ���年��月�!日に前述の飼育水槽から循環水槽へ移し

て飼育を始めた日令!"の"�尾の稚魚は翌日までに小型個体を

主とした約半数が斃死して �尾 (日令!�, � ～����#$) が

生き残った｡ 活力の乏しい稚魚が多く混ざっていたと思われる｡

稚魚の飼育には!��容量の角型プラスチック水槽 (横����,

奥行き%���, 深さ%���) を用いて空気揚水による底面砂濾

過式にした｡ 飼育水は, 開始日には塩分約%�‰の海水を用い,

翌日から毎日約５�の淡水を加えて部分換水を続けて��日後に

は塩分を約５‰まで下げた｡ その後は, 稚魚の天然生息場に

於ける環境を配慮して同塩分の海水を用いて随時に部分換水

を行い, 併せて水槽と濾過砂の清掃を行った｡ 水温は温水器

を用いて  ～ %℃に保った｡ 飼育水にはエアストン１個を用い

て送気した｡ 餌は, 最初の��日間は���������	���
�を与えて

養成した�	���
�を用いた｡ その後は次第に台湾産冷凍カイア

シ類 (����	���
�	��
&'�����������(	���)��
) と海

産魚養殖用の配合飼料 (マクロセーフ２号, 日清製粉株式会

社) を加えてゆき, １ヶ月後からは配合飼料のみを与えた｡

������飼育稚魚は同年��月８日 (日令*!) には十数尾

が生き残り,  �～%���#$に成長して幼魚に変態した｡ 幼魚

は水槽底に置いた素焼き土管の内, 下部と水槽の隅に潜み, 投

餌すると現れる｡ 大型個体は土管内でなわばり行動を示し, 大

型個体の攻撃による思われる小型個体の斃死個体が見られた｡

翌年 ���年３月��日 (日令 ��) には��尾の未成魚が生き残り,

" ～�"��#$, %"～����+$, ���ｇ～"�!,-に成長した｡

個体間の成長の差が著しい｡ 同年６月 %日 (日令%�%) には��

尾が残り, !�～�"%��#$, !�～�����+$, �� �,-に成長

した｡ ８月  日 (日令%�%) に残った９尾は�!～��"��#$, !�

～�%���+$, "� ～!�� �｡ ９月�%日 (日令%��) の生き残りは

雄８尾 (��%～�����#$, * ～�"���+$, ����～! ���,-),

雌１尾 (����#$, !%��+$, "�"�,-)｡ 雄の最大個体か

ら腹部圧出によって得た精液中には動く精子が見られ, 同魚が

生後１年余りの飼育で成熟している事を示していた｡ 他の個体

も生殖突起の形態の差異によって雌雄の判別が出来たが, 成熟

個体はなく, それらの養成魚を用いた採卵実験は出来なかった｡

��������

採卵実験の中で ���年８月  日に得た受精卵の胚発生と孵

化仔魚について光学顕微鏡観察を行い, 併せて約� 時間にわ

たる全発生経過を遊尺顕微鏡 (５倍) にカラ－Л装置)).－

/１ (島津製作所) を挿入して記録した｡ その経過を0����１�

２に示した｡

����産卵水槽の透明側壁に産み付けられた後に直径約

��%��の球形をした受精卵は吸水作用によって卵膜が広が

り始める (0���１, Ａ)｡ 産卵後約%�分後には卵は, 卵膜の

外層がめくれて生じたセラチン状の付着房があり, 卵門が開

道津, 宮木, 松尾, 小野, 高濱：カワアナゴの採卵・仔魚飼育・発生"



いている卵基部が細く, その対極の先端部が丸い西洋梨形に

なる｡ 卵割が始まる (����１�Ｂ～Ｃ)｡ 囲卵腔は基部に僅

かに見られる｡ 卵は無色半透明で色素が無い｡ 卵の長径は約

����		, 短径約��
�		｡ 魚卵の中では最小級である５,８,９)｡

発生初期の卵では細胞部は卵基部の方にむかっており, 発生

が進むにつれて卵先端部にむかう (����１, Ｂ～Ｆ)｡ 水温


�℃で卵割開始後後��分を経て桑実期になり, その細胞部と

卵黄部との外観上の大きさの比は約１を示し, その値はハゼ

類の卵の中では最小級である｡ ハゼ類の卵の中では大型卵ほ

どこの値は小さい６)｡ 油球は発生初期には直径数μｍの十数
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個が見られるが, 発生が進むに従って次第に大きくなって数

が減り, 孵化前には直径約��μｍの１個のみになる｡ 受精後

２時間��分を経て胞胚期になり (����１, Ｆ), ４時間��分

後にはＣ型胚体が形成される (����１, Ｇ	����２)｡ ６時

間��分後には６体節期になり, 
���
��氏胞が見られる

(����１, �)｡ ７時間��分後には胚体は伸びて曲がり, その

尾部は遊離する｡ 眼杯が現れる (����１, Ｉ) ｡ ９時間��分

後には胚体の尾部は頭部と重なり, 尾部が動き始める｡ 眼杯

に眼球が現れる (���１, Ｊ)｡ ��時間��分頃 (����１, Ｋ)

から孵化が始まり, 約��分後には孵化が終わる｡ 孵化は, 胚

体の盛んな動きに伴って胚体頭部が接している卵膜先端部に

一裂孔が開く｡ 胚体はこの孵化孔から尾部を先に卵膜外に出

し, その尾部を激しく動かして頭部を引き出しだすようにし

て孵出する｡ 孵化酵素腺と逆子卵は確認できなかった｡ 筆者

らがこれまでに観察した約��種類のハゼの卵では胚体は卵膜

先部に生ずる孵化孔から頭部を先にして孵化している (未発

表)｡ 孵化時間約��時間��分 (水温��℃) は魚卵の中では最

短級である��,��)｡

�����孵化仔魚 (����１, Ｌ) は全長�����｡ 魚類の孵

化仔魚の中では最小級である５,８,９)｡ 長径約������の楕円形

をした卵黄を備えてオタマジャクシ形をなし, 多くのハゼ類の孵

化仔魚と形態を異にする５,６)｡ 形状は本種と同じく最小級の卵

から孵化するハゼ類仔魚 (例えば, ボウズハゼ��), タナゴモド

キ��) など) に見られる｡ 体高は全長の��％｡ 体は無色半透明｡

体各部は未発達の状態であり�眼・耳胞は見られるが, 口・消

化管・胸鰭・鰾は見られない｡ 体節原基数は��｡ 黒色素胞は

黄色素胞を伴い, 腹部・尾部・卵黄部にわずかに見られる｡ 孵

化仔魚は産卵水槽の全体にわたって広く浮遊しており, 時時尾

部を振って上下運動を繰り返す｡ 走光性は示さなかった｡

本種の天然産卵の胚発生と孵化仔魚については先に道津・

藤田３) が報告している｡ それらと上記の卵, 仔魚との間には

形態的に特に差は見られなかった｡

����	�
���


����年の飼育実験によって得た仔, 稚魚の発生経過を

�����３, ４に示した｡
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���日令２の前期仔魚 (����３, Ａ；����４, Ａ) は全長

������	になり
孵化仔魚 (����１, Ｌ) の全長���ｍの２倍

に伸びる｡ 卵黄の大部分を吸収して変態が進み, ハゼ類の仔

魚らしい形態が整ってくる｡ 体は細長くなり
体高は全長の

��％｡ 消化管と胸鰭が見られる｡ 腹部背縁から仔魚鰭膜に微

小突起が出ている｡ 頭
卵黄
腹
尾の各部に黄色素胞を伴っ

た黒色素胞が目立つ｡ 日令０から３までの前期仔魚の変態が

著しい｡ 日令４
������	の仔魚 (����３, Ｂ：����４,

Ｂ) は卵黄を吸収して後期仔魚期に入る｡ 眼は黒くなり
口

と肛門が開く｡ ワムシを食べている｡ 胸鰭は膜状をなして伸

び
鰾が生ずる｡ 黒色素胞は黄色素胞を伴い
樹枝状をなして

体腹縁から背方に向かって伸びている｡ 日令８, ��
���	

の仔魚 (����３, Ｃ；���４, Ｃ) では体の背腹両縁に樹枝

状をした黒色素胞が連続して並ぶ｡ 日令��, ��
���	の脊

索上屈前の仔魚 (����３, Ｄ) では体は側偏して細長い｡ 頭

長は全長の��％
頭長は全長の��％
眼径は頭長��％｡ 肛門

は体の前部で全長の
�％の所に開く｡ 腹腔内には鰾の空室が

目立つ｡ 腹縁と尾部の背
腹両縁にはそれぞれ一縦列をなし

て黒色素胞が並ぶ｡ 体節数９＋��｡ 本仔魚は浮遊生活を送り


その動きが速くなる｡ 日令��

�����	の脊索上屈中の仔

魚 (����３, Ｅ；����４, Ｅ) では尾鰭に��鰭条原基が生じ,

第二背鰭に５鰭条が見られる｡ 尾鰭基底部に黒色素胞が目立

つ｡ 日令��
������	の脊索上屈後の仔魚 (����３, Ｆ) で

は臀鰭と第二背鰭にそれぞれ９鰭条が生じる｡ 背縁の黒色素

胞は消える｡ 日令
�
������	の仔魚 (����３, Ｇ) では

腹鰭, 胸鰭, 第一背鰭の形成が進む｡ 日令��
�������	の

末期仔魚 (����３, Ｈ：����４, Ｈ) は体巾が増して
体が

丸みをおびてくる｡ 第一背鰭に５棘が生ずる｡ 体側に二次性

の黒色素胞が現れてくる｡

������日令��, �������	では稚魚 (����３, �；����

４, Ｉ) に変態する｡ この初期稚魚�は日令��の仔魚 (����

３, Ｄ) と比べると
眼は相対的に小さくなり
眼径は頭長

の��％｡ 各鰭は尾
臀
第二背
腹
胸
第一背鰭の順に鰭棘・

条が定数に達して
鰭式は���－�
８；��
８；�１��；�２
��を示す｡ 胸鰭の出現は全鰭の中で一番早いが
鰭条が全部

揃うのは同鰭が全鰭の中で最も遅い｡ 本稚魚の半透明な体の

尾部体側には黒色素胞が増し
鱗の原基が現れる｡ 浮遊生活

から着底する｡ 着底後の日令�

全長�
����の稚魚では黒

色素胞が体側に広がる｡ 日令��
�����	の末期稚魚 (����

４, Ｊ) では体は淡黒褐色を帯びて不透明になる｡ 日令��
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������で幼魚 (���	４, Ｋ) に変態して体は黒褐色にな

り
体背部は淡色をなす｡

道津・藤田３) は野外で採集した全長����の着底後の稚魚

を報告している｡ これを今回の飼育実験で得た着底稚魚と比

べると全長で約２��小さい｡ 筆者らが行ったの�
種類余り

のハゼ類の仔, 稚魚の飼育実験によると (未発表)
浮遊生

活から着底に変る時の飼育稚魚は野外採集の着底稚魚より大

きくなる傾向を示した｡

���本研究にあたりご支援を戴いた当時の長崎県総合水

産試験場種苗量産技術開発センタ－所長塚島康生氏に深謝す

る｡
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